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研究成果の概要（和文）：(1)科学技術によってもたらされる不確実なリスクに対処するための

意思決定モデルとして、「予防原則」を検討した。その際、予防原則にはどのようなレベルのリ

スクに対処するべきか明確な基準が欠けていることが明らかにされた。そのため、予防原則は

リスクに関する合意形成モデルによって補完される必要があることが示された。 

 (2)科学技術による不確実なリスクの本質を知るために、それをリスクコミュニケーションの

観点から分析した。 

 
 

研究成果の概要（英文）： (1) The “precautionary principle” was introduced as the decision 

making model in order to cope with uncertain risks brought about by the development of 

technology.  The principle, however, does not include a criterion that specifies the 

level of risk at which we should take preventive measures.  Therefore, the precautionary 

principle requires a supplementary decision-making model for consensus building about 

uncertain risks.  

(2) The uncertainty of the risks brought about by technology was analyzed from the 
standpoint of risk communication in order to clarify the nature of the uncertain risks. 
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１．研究開始当初の背景 

（１）予防原則の哲学・倫理学的考察： 

近年、科学技術の進展とともに、それが

もたらすリスクへの対策に関する関心が

高まってきた。それを受けて、リスクに関

する研究が政策論の観点からのみではな

く、社会哲学的・倫理学的な観点からも要

請されている。本研究では、リスク研究の

中でも、未知の不確実なリスクへの対処に

焦点を当てた「予防原則」に関する政策論

的、および社会哲学的・倫理学的な研究を

行った。 

予防原則は①科学的不確実性の容認、②

ゼロリスクスタンダードの断念、③立証責

任の転換ないし適切な配分、④民主的な意

思決定の４つのファクターによって特徴

付けられる。 

（２）リスクコミュニケーション研究：  

しかし、予防原則はリスクコミュニケー

ションの理論、特に合意形成の理論によっ

て補完されなければならないということ

が明らかなってきた。というのも、利害が

異なる人々同士が合意を形成することは

もともと困難であるが、リスクが不確実な

場合はなおさら困難だからである。本研究

は合意形成理論の研究を基に、それを予防

原則に当てはめ、再構築を試みた。 

ところで、従来のリスクコミュニケーシ

ョン研究では、現代社会と科学技術との根

深い結びつきが看過されがちであった。本

研究では、その観点から科学技術のリスク

とは何かを明らかにしようと試みた。それ

が科学技術リスクコミュニケーションの課

題であった。 

 

２．研究の目的 

（１）予防原則及びリスク論研究： 

予防原則及びリスク論の政策論的、哲学

的・倫理学的解明を行うこと。最終的には、

不確実なリスクに対処するための具体的

な意思決定モデルを探究すること。 

（２）リスクコミュニケーション研究： 

不確実なリスクに対処するためには、そ

れがどのようなものであるのかを解明し

なければならない。そのために、それを科

学技術社会論及びリスクコミュニケーシ

ョンの観点から分析する。 

 

３．研究の方法 
（１）予防原則及びリスク論の理論的研
究： 
予防原則及びリスク論の政策論的、哲学

的・倫理学的解明を行った。その際、シュ
レーダー＝フレチェットやエルミット、ヨ
ナスらの米独仏のリスク論一般の研究を
踏まえる必要があるが、それらとの比較に
よって、予防原則のもつ独自の哲学・倫理
学的意義を析出した。 
（２）薬害エイズの事例研究： 

事例研究として、予防政策という観点か

ら見た日米欧における薬害エイズ事件の

分析を行った。特に、日本における事例研

究として、患者本人のインタビュー調査を

行った。 

（３）リスクコミュニケーション： 
不確実なリスクに対処するための具体

的な意思決定モデルを構築するために、
様々な意思決定モデルを研究した。 
また、科学技術社会論及びリスクコミュ

ニケーションの観点から不確実なリスク
とは何かを分析した。 

 
４．研究成果 

（１）予防原則及びリスク論の哲学・倫理

学的研究および事例研究 

研究代表者屋良は、予防原則を医療現

場へ適用するための集団的意思決定モデ

ルを構築した。特に、コンセンサス・ビ

ルディングとメディエーションの技法の



研究を行った。また、事例研究として薬

害エイズ事件の被害患者への面接調査を

行った。蔵田は、応用倫理学およびリス

ク論を広範な観点から検討し、また事例

研究で遺伝子組換え農作物の「安全性」

に関する現在の論調を批判的に分析した。

本田は、人工物が市場に流通する際のリ

スクを分析することによって、科学技術

のリスクを市場経済の仕組みの中で論じ

るための議論の枠組みを提示した。 

（２）リスク教育のための基礎研究 

金光は、現状の技術者倫理教育で用いら

れている方法論、および技術者倫理で重

要視される「公衆の安全」をめぐる議論

を検討した。須長は、大学初等教育にお

ける道徳教育ないしリスク教育の可能性

に関して研究した。 

（３）研究成果の公開 
科研費によって予防原則研究会を3年間

で 6回開催した。また、はばたき福祉事業
団の理事長や役員を講師に招き、講演会を
数回行った。 
研究プロジェクトの最終年度として、3

年間の研究活動をまとめた研究活動記録
と論文集『予防原則とリスクコミュニケー
ションを軸とした科学技術倫理学の基礎
研究 研究成果報告書』を発行した。   
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